
◎ 県民生活の安全確保

1 交通安全推進事業費

[040402]

くらし安全・消費生活課 R５予算

2 消費生活安定向上事業費

[040401]

くらし安全・消費生活課 R５予算

◎ 協働・共創の推進

3 協働・共創推進事業費

[040301]

県民協働課 R５予算

県民文化部

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

交通事故のない安全で安心な県民生活を実現するため、関係団体等と連携
し、自転車の安全な利用や高齢ドライバーの事故防止対策等を推進します。

　　　・長野県交通安全運動推進本部・地方部による啓発活動等の実施
【拡】・高齢ドライバーへの安全運転サポート車の普及啓発、運転能力の低下
　　　　に対する「気付き」を促す講習会講師の養成
　　　・交通事故相談所を通じた被害者等への相談及び助言の実施
　　　・自転車乗用時のヘルメット着用を含めた安全利用の広報・啓発、自転車
　　　　損害賠償保険等の加入促進

19,654 R４当初 22,834

R４当初 8,75515,435

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業

消費生活の安定・向上のため、消費者教育・啓発を実施するとともに、市町村
消費生活相談体制を支援します。

　　　・県民が自主的かつ合理的に行動できる「自立した消費者」となるため、
　　　　消費者大学や出前講座を実施
　　　・事業者との協働による県民のエシカル消費の実践につながる取組の
　　　　推進
　　　・市町村消費生活相談員や窓口担当者に対する研修及び技術的支援
　　　　の実施
　　　・県警・市町村・関係団体と連携した電話でお金詐欺（特殊詐欺）被害
　　　　防止対策の推進

127,179 R４当初 129,772

*交通事故重傷者数：476人(2022年)→476人以下(2023年)
*高齢ドライバーによる交通事故件数：1,349件(2022年)→1,293件以下(2023年)
*自転車事故発生件数：532件(2022年)→520件以下(2023年)

*消費者大学・出前講座等受講者数：10,006人(2021年度)→22,000人(2023年度)
*エシカル消費を理解している人の割合：12.8%(2022年度)→18.2%(2023年度)

*共創スキームにより構築した事業数：5件(2023年度)

企業や大学などと連携・協働し、共創による課題解決を一層進めるため、共創
スキームの構築、展開に取り組むとともに、ＮＰＯの自立性の高い経営に向け、
活動をサポートします。

【拡】・県民等との共創の一層の推進を図るため、県民参加型予算(提案・
　　　　共創型)による事業構築のコーディネート、共創スキームの構築・
　　　　展開、共創推進パートナーの活用等を実施
　　　・ＮＰＯ活動のサポート（運営セミナーの開催、相談、情報提供等）
　　　・（公財）長野県みらい基金と協働し、信州の特色ある学びを応援

[R4.9月補正] [3,000]
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

◎ 文化芸術の振興

4 文化芸術振興事業費

[040101]

文化政策課 R５予算

◎ 子ども・若者支援の推進

5 結婚・子育て応援事業費

[040801]

こども若者局次世代サポート課 R５予算

6 子育て支援推進事業費

[040902]

こども若者局こども・家庭課 R５予算

社会全体で子どもたちの育ちを支え、次世代を担う子どもたちが安心して暮ら
すことができる社会を実現するため、子育て支援を総合的に実施します。

　　　・妊娠時から出産・子育て期に伴走型支援と経済的支援を一体的に
　　　  実施する市町村の取組を支援
　　　・子育て世帯等を対象とした包括的な支援体制の構築を推進する
　　　　市町村の取組を支援
　　　・保育士人材バンクに保育士再就職支援コーディネーターを配置
　　　・医療的ケアを必要とする児童の受入体制整備を支援

[R4.11月補正] ［82,151］

*信州アーツカウンシルの支援等団体数：180団体(2023年度)
*県立文化会館ホール利用率：48.8%(2021年度)→70.0%(2023年度)
*県立美術館の企画展・常設展観覧者数：300,000人(2023年度)

1,840,389 R４当初 1,526,453

文化芸術を振興し、文化芸術の力を様々な分野に生かすための施策を展開し
ます。

【拡】・文化芸術の中間支援機能を担う「信州アーツカウンシル」の事業・体制
　　　　を拡充し、助成、相談・助言等により県内の文化芸術活動を支援
【拡】・アートの手法を活用した学びを教育現場に広げ、子どもたちのコミュ
　　　　ニケーション能力や創造力等の向上を支援
　　　・県立文化施設の適正な管理運営の実施
　　　・県立美術館における企画展や交流・学習事業の充実　 等

少子化に歯止めをかけるため、結婚・子育ての希望をかなえることができる環
境を整備します。

　　　・結婚・出産・子育て情報を幅広く届けるため、総合ポータルサイトを
　　　　活用した情報発信を強化
　　　・広域的な出会い・交流の場を提供するため、地域・業種を越えたセミ
　　　　ナー等を実施
　　　・新婚世帯等の経済的負担軽減のため、結婚応援パスポート及び結婚
        新生活における経済的支援制度の利用を促進　等

*県と市町村等の結婚支援事業による婚姻件数：75件(2021年度)
　→100件(2023年度)

295,720 R４当初 123,846

*病児・病後児保育利用可能市町村割合：88.3%(2021年度)→90.9%(2023年度)

1,614,874 R４当初 212,218

[R4.11月補正] [1,517,751]
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

【新】

7 保育士加配支援事業費

[040902]

こども若者局こども・家庭課 R５予算

8 子ども・若者育成支援

事業費

[040802]

こども若者局次世代サポート課 R５予算

【新】
9 長野県大学生等奨学金

事業費
[040802]

こども若者局次世代サポート課 R５予算

質の高い保育を確保するため、国基準以上に保育士を配置する私立保育所
等を支援します。
　
　　　・対象施設　私立保育所等（中核市を除く）
　　　・対象経費　0～1歳児の保育士加配に係る人件費
　　　・補助率　　 1/2以内

*国基準以上に配置する保育士数：160人以上(2023年度)

184,320 R４当初 0

大学等への進学希望を応援するため、将来有望な若者に対して給付型奨学
金を支給します。

　　　・給付額　　　国公立3万円/月　私立5万円/月
　　　・選考基準　 家計・学力や顕著な活動実績等を基に選考
　　　・募集時期　 令和5年春以降実施予定

*受給者アンケートにおいて、本奨学金が進学の後押しとなった者の割合：
 60%以上(2023年度)

25,306 R４当初

子ども・若者が健やかに育つことができ、支援を必要とする子ども・若者を支え
ることができる環境を整備します。

【新】・こども基本法に基づき子どもの声や、女性・若者の声を政策に反映
　　　　させるため、定期的に意見を聴く新たなモニター制度を実施
【拡】・発達障がいに係る支援体制や情報発信の充実のため、発達障がい者
　　　　支援センターを発達障がい情報・支援センター（仮称）に改組
【拡】・子どもの居場所の普及拡大を図るため、信州こどもカフェ運営費の
　　　　開催頻度に応じた補助単価を引上げ

*信州こどもカフェを設置している市町村数：46市町村(2021年度)
　→53市町村(2023年度)

172,293 R４当初 173,983

[R4.6月補正] [2,805]

0
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

【新】

10 ヤングケアラー支援対策

推進事業費

[040802]

こども若者局次世代サポート課 R５予算

【新】

11 信州型フリースクール認証

制度構築事業費

[040802]

こども若者局次世代サポート課 R５予算

12 ひとり親家庭支援事業費

[040901]

こども若者局こども・家庭課 R５予算

新型コロナウイルス感染症の影響の長期化に伴い、生活困難に直面している
ひとり親家庭を支援します。

　・就業支援員を配置し、職業の紹介、情報提供を実施するとともに、就職に
　　有利な資格等を取得するための講習会を開催
　・職業能力開発に係る受講費や訓練期間中の生活費の支援を実施
　・生活の安定と児童福祉の増進を図るため、低所得のひとり親に対し児童
　　扶養手当を支給
　・養育費確保を支援するため、弁護士による法律相談の実施に加え、公正
　　証書等の作成に係る費用を補助

*母子家庭等就業・自立支援センターを通じた就職者数：
　94人(2021年度)→117人(2023年度)

[R4.5月専決] [258,380]

不登校児童生徒が利用する学校以外の「学びの場（フリースクール等）」に関
する公的支援の在り方等を協議するため、有識者会議を開催します。

　・有識者や当事者（民間施設運営者）等により、「信州型フリースクール
　　（仮称）」認証制度の創設を検討

802

ヤングケアラーを必要な支援に結び付けるため、相談窓口の設置やコーディ
ネーターの配置等により支援体制の整備を図ります。

　・ヤングケアラー専用相談窓口を設置
　・市町村との連携調整や支援体制の構築を後押しするコーディネーター
　　を配置
　・関係機関職員対象の研修会、一般県民対象のシンポジウムを開催
　・当事者の精神的負担軽減を図るためのオンラインサロンを実施
　・当事者及び家族のための外国語対応通訳窓口を紹介

*市町村のネットワーク体制構築数：25市町村以上(2023年度)

15,976 R４当初 0

R４当初 0

1,203,215 R４当初 1,213,060
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

13 新たな社会的養育推進

事業費

[041001]

こども若者局児童相談・養育支援室 R５予算

◎ 公正な社会の実現

14 人権尊重推進事業費
[040501]

人権・男女共同参画課 R５予算

15 多文化共生推進事業費

[040201]

多文化共生・パスポート室 R５予算

子どもの最善の利益の実現に向けて、社会的養護が必要な児童の養育環境
の改善を図るとともに、全ての子ども及びその家族を社会全体で支えていく取
組を推進します。

　　　・里親の新規開拓から、里親委託後の養育相談までを一貫して行う
　　　　乳児院による包括的里親支援を推進（2か所）
　　　・産科医療機関、乳児院等の専門機関が連携し、出産後の養育に
　　　　リスクを抱える妊婦等への支援を充実
【拡】・身近な場所で専門的な児童家庭相談を行う児童家庭支援センターの
　　　　運営費の支援を拡充
　　　・「子ども家庭支援ネットワーク」の市町村への普及を促進

*里親等委託率：16.1%(2018年度)→22.6%(2023年度)

126,156 R４当初 114,921

35,139 R４当初 37,245

127,624 R４当初 149,663

[R4.11月補正] ［434］

国籍や文化等の違いを認め合い、共に学び、共に地域の活力を創造する多
文化共生社会づくりのための取組を推進します。

　　　・モデル地域への日本語教師等の派遣、運営への助言及び日本語
　　　　交流員の養成等
　　　・地域日本語教室を運営する市町村への支援を充実
　　　・災害多言語支援センターの設置・運営訓練及び外国人と日本人を
　　　　対象とした「やさしい日本語」による講座・ワークショップの開催
　　　・長野県多文化共生相談センターの運営による多言語での相談対応、
　　　　情報提供・発信及び外国人対応相談員研修の開催

*日本語交流員養成数：40人（2023年度）
*長野県多文化共生相談センター実施の相談員研修会受講者の満足度：
　80%(2023年度)

「人権が尊重される長野県」を実現するため、親しみやすく分かりやすい人権
啓発活動や県民のニーズに応じた相談対応等、社会の情勢に即した人権施
策を実施します。

【拡】・犯罪被害者等に対し見舞金の支給や無料法律相談を実施すると
　　　　ともに、新たに市町村への研修等を実施
　　　・県内プロスポーツチームと連携協力した人権啓発活動の実施
　　　・企業人権セミナー、人権フェスティバル等講演会、イベントの実施
　　　・人権啓発センター、性暴力被害者支援センター「りんどうハート
　　　　ながの」の運営

*啓発イベントのアンケートにおいて「理解が深まった」、「気付きがあった」と
　回答した者の割合：90%(2023年度)

23 (県民文化部-5)



事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

16 男女共同参画推進事業費

[040502]

人権・男女共同参画課 R５予算

◎ 学びの環境づくりの推進

17 私立学校振興事業費

[040601]

私学振興課 R５予算

18 信州やまほいく（信州型自然

保育）普及事業費

[040902]

こども若者局こども・家庭課 R５予算

幼児期に子どもの基本となる能力を育むため、信州の豊かな自然環境と多様
な地域資源を活用した「信州やまほいく（信州型自然保育）」の普及を推進しま
す。

　　　・信州やまほいく認定園の保育環境等の向上支援
　　　・信州やまほいく認定園を利用する世帯の保育料負担軽減
　　　・信州型自然保育に係る研修、交流会の開催及び広報

*信州やまほいく認定園が所在する市町村数：41(2021年度)→50(2023年度)

[R4.6月補正等] [149,263]

31,945 R４当初 30,118

「県民一人ひとりが性別によって制約されることなく、より伸びやかに暮らせる長
野県」を目指すため、男女共同参画、女性活躍推進等ジェンダー平等施策を
実施します。

【新】・女性活躍推進アドバイザー（仮称）派遣による、企業の実情に
　　　　応じたきめ細かな支援の実施
　　　・女性活躍推進セミナー等を通じた好事例の横展開
　　　・女性のエンパワーメント強化に向けた女性管理職同士の情報交換
　　　　機会の創出
　　　・「防災」の視点からの地域における男女共同参画の促進

*啓発イベントのアンケートにおいて「理解が深まった」、「気付きがあった」と
　回答した者の割合：90%(2023年度)
*県の伴走支援により女性活躍推進に係る計画に基づく取組を実施した事業者
　の割合：100%(2023年度)

25,895 R４当初

私立学校の教育条件の維持向上や児童生徒等の経済的負担の軽減のため、
運営費補助や授業料の支援などを実施します。

　　　・私立学校教育の質の維持向上のため、運営費を補助
【拡】・職業実践専門課程の認定を受けた専門学校に対する運営費の
　　　　補助単価を引上げ
【拡】・「預かり保育」を実施する幼稚園に対する運営費の補助単価を引上げ
　　　・教育費負担の軽減を図るため、私立高等学校等に在籍する生徒に
　　　　就学支援金を助成

*私立高等学校全日制定員充足率：96.2%(2021年度)→97.5%以上(2023年度)
*私立高等学校授業料滞納率：0.05%(2021年度)→維持改善(2023年度)

12,604,829 R４当初 11,927,103

40,322
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

【新】

19 「信州学び円卓会議(仮称)」

開催事業費

[040701]

高等教育振興課 R５予算

20 高等教育振興事業費
[040701]

高等教育振興課 R５予算

【新】
21 信州理系学生キャリア探索

事業費
[040701]

高等教育振興課 R５予算

【新】
22 大学等の立地促進に向けた

調査研究事業費
[040701]

高等教育振興課 R５予算

共創による学びの県づくりを進めるため、「信州学び円卓会議(仮称)」を開催
し、子ども一人ひとりの関心や能力を最大限引き出すことができる、個別最適
な学びの在り方等を議論します。

6,518 R４当初 0

女性・若者の県内就職への選択肢の拡大を図るため、理工系学生が県内企
業への理解を深める機会や、県内女子高校生が自分のロールモデルとなるよ
うな社会人からキャリア形成のアドバイスを受けられる機会を創出します。

　・県外大学と連携し、理工系学生を対象とした課題解決型プロジェクト
　　を実施
　・県内女子高校生と県内企業で活躍する理工系学部出身の女性社員
　　等との交流会を実施

*参加者アンケートで、長野県の企業への理解・就職意欲が高まった者の割合：
　80%以上(2023年度)

3,338 R４当初 0

大学進学における県内での選択肢の増加と、大学を核とした地域の活性化を
図るため、大学等の立地促進に向けた調査・分析等を実施します。

　・県外大学等への意向調査・分析を実施
　・調査・分析結果を踏まえた県外大学等への立地促進活動を実施

5,012 R４当初 0

長野県立大学及び同大学院が行う教育研究活動や地域貢献活動を支援する
とともに、県内高等教育機関の魅力向上と産学官連携による県内への人材定
着のため、学生のキャリア形成や社会人のニーズに合わせたリカレント教育な
どを支援します。

　・公立大学法人長野県立大学に対する運営費や授業料等減免経費
　　への補助
　・大学生のインターンシップのマッチング支援や海外インターンシップ
　　経費への補助
　・県内外に県内の大学及び短期大学の魅力を発信
　・社会人向けリカレント教育講座の開設経費への補助　　　　　　　 等

*長野県立大学卒業生のうち就職希望者の就職率：100%(2023年度)
*産学官連携インターンシップ事業の参加学生数(延べ人数)：
　64人(2021年度)→100人(2023年度)
*県補助金を活用したリカレント講座の新規開設数：
　1件(2021年度)→3件(2023年度)

1,122,994 R４当初 1,103,587
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